
思春期の地雷をかけ抜けて目覚めよ僕らの恋心

讐通の高校生スティーヴンが好きになったのは、陸上部のヒーローだった！

一歩踏みだす勇気があれば 世界は眩しい 16織の“スクールポーイ白書'’

一口
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1998年トロント国順映iii祭正式出品 1999年サンダンス・フィルム・フェステイパル正式出晶 .' 
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「索直に好きだと言えないのは、
自分に嘘をついてることじゃないか？」

リアリティ・パイツ ゲット・リアル

現実の厳しさを知って、現実を見つめる、そして僕は矛盾だらけの世界に挑む
普通の高校生スティーヴンが好きになったのは、陸上部のヒーロー、ジョン。校庭を走る彼に最初は片思いだったが、次第に二人は魅かれあっていく。

求めて、悩んで、傷ついて、一歩、踏み出す勇気があれば…。しかし‘‘誰にも言えない恋”という現実が、二人の気持ちにズレを生む…。

イギリスから届いたキラメクような美しい映像と、誰にも告げられない愛を抱え、ブルーな制服に包まれたティーンたちが、多感でリアルな青春時代へ

と観る者を“タイムスリップ”させてくれる。

イギリスの現役高校生とのコラポレーションから生まれた、爽やかな“スクールボーイ白書”!
本作は、ゲイの若者の恋愛を鋭く描いて話題となり、世界各地の映画祭で観客の心と賞をつかみ、“斬新で、おかしく、魅力あふれ、まさにティーン・

エイジの不安を描いたジョン・ヒューズの青春映画のイギリス版！くパラエティ誌＞”、“感動まちがいなしの、やさしく心温まる、楽しい作品 l くタイムズ

誌＞”、と各誌で大絶賛を浴びた。

公衆トイレでの相手探し、制服を着た未成年の秘密、卒業式でのカミングアウト……。サイモン・ショアは、本作で映画監督デビューを鮮烈に果たした。ま

た、「ロリータ」のベン・シルヴァーストン、本作が映画初出演となるブラッド・ゴートンという二人の美少年と、「恋はハッケヨイ！」で堂々と主役を演じたシャー

ロット・ブリテンといった新進の若手俳優の絶妙な演技、爽やかなイギリスポップミュージック満載、ティーンエイジャーたちの自由で眩しい物語が誕生した l

同級生
etreal : 

守りたい、禄したくない大切な想いがある。思春期の僕達はだからたった一人、不器用な戦いを始める。

嶽本野ばら（作家）
何時からでしょうか、ままならぬことは沢山あれど、ある程 のに納得出来るものではありませんでした。僕達は世界の

度現実をコントロール出来るようになったのは。時折悶々と 横暴さに驚き、抵抗します。しかし不完全な僕達は世界のガ

し洲痛を起こせども、大抵の場合は世界と折り合いをつけて、 ードを打ち破る力もテクニックも持ち合わせてはいないので

自問自答することも忘れ、所詮、こんなものだと最初から諦め した。 1癸達は自分の無力さを嘆き、自分の理解不可能な）レ

て、日々を安楽に過ごす術を習符し始めたのは一。今なら ールに乗っ取って機能する世界を呪います。そして何度も

好きになった相手に対して好きだと伝えることが出来ます。 何度も世界に対して戦いを挑むのです。軽くあしらわれ足

その恋が実らぬと解ったならば、苦悶しながらも忘れ去る狡 許をすくわれようが、話にならないと咄われようが、反モラル

賢さを、他の恋で代用し淋しさを紛らわせる柔軟性を持って 的だとf々かされようが、 1莫達は自分の梢動を正義だと信じ、

います。しかしかつて1覧達は恐ろしくストイックでした。ストイッ 負け戦を繰り返すのです。

クであろうとした訳ではありません。ストイックに生きるしか方

法を知らなかったのです。好きになってしまったならば、その

人が自分に見合うか見合わないか、相手がこちらを振り向い

てくれる可能性があるかないかを考えもせず、感情を昂ぶら

せてしまうのです。その気持ちを上手く相手に届ける手段も

知らず、只、やみくもに想い続けるのです。コミュニケーション

を取るにはマナーや段取りが必嬰だなんてことを1莫達はちっ

対してそれをカミングアウトする気にはなれない。しかしそん

な彼が世界に対して戦いを挑まなければならぬ時、疑問だら

けの世界に対して自分のアイデンティティを賭けて対峙しな

ければならない時がやってきました。思いがけず手に入れた

夢のような恋愛を稔れたものとしない為、彼は勇気を振り絞

って孤立無援な戦士となる迅を選びます。

スティーヴンの戦いを、ホモセクシャルであるが故の特別な

ものとして捉えてしまってはこの作品のテーマを見失ってし

まうことでしょう。彼の戦いは、自分がー等大切にしたく思っ

たものをないがしろにしたくないというストレートな衿持から発

生するのです。思春期だからこそ、嘘をつくことも出来ずに

不器用に守り抜くしかなかったかけがえのない自分の核。き

っと、スティーヴンのように自分のセクシャリティがマイノリティ

のものだったという特殊な経験を持たずとも、人は皆、自分

が守らなければならぬものに正直であるが為、たった一人で

とも知りませんでした。否、知ったとしても僕達は、自分の想 ' "--·一 世界に戦いを挑まなければならなくなったことがある筈です。

いを成就させる為に時間をかけて計画を遂行することをし この映画において、主人公のスティーヴンはごく抒通の麻 その戦いの勝敗は頂要ではありません。肝心なのはカー杯、

なかったでしょう。一つの感情に支配され翻弄されている僕 校生として描かれます。文オはあるものの、自分ではその文 戦えたかどうかなのです。たとえ負けたとしても力の限り戦

達には、待つ余裕がなかったからです。周りの状況を見て オに自偏が持てない｀少しオクテの店校生である彼は、多く い抜いた思春期を持つ人は、思春期を過ぎた後、腐を張っ

冷静な判断を下すキャバシティのない僕達に、少し先の未 の同級生達が何の疑問もなく楽しげにスクールライフを送る て臆することなく世界と向かい合えるでしょう。

来を意識する遊びを持つことの有効性など理解出来よう筈 姿に追随することが出来ません。世界に対して不満がある

がありません。 1臭達は現在を必死に、何のレトリックも用いず 訳ではない、けれどもすんなり受け入れてしまえる程に世界 最初に一人で世昇にノーをいう時には勇気が必要です。

に生きるしかありませんでした。真正面から正攻法で武器も は居心地が良くはない。世界との軋性を抱えながらも彼は、 大きな決断と少しの後押しがなければ勇気は行動となりま

防具も持たず立ち向かう僕達に、世界は残酷な現実を突き 世界と闘争をするまでのモチペーションを持たぬまま、毎日を せん。この映画は少しの後押しがない為に大きな一歩を踏

つけます。切例がない、早過ぎる、非社会的だ、リアリティが やり過ごしてきました。自分がホモセクシャルであることに対 み出せずにいる全ての戦士予備車の背中をf憂しく押してく

ない……という理由をもって世界は、一途な僕達の行く先を して罪の意識はなく、それを当然のこととして受け入れては れるでしょう。自分が誇れる自分を持ち続けたい人よ、ラスト

阻みます。世界が提示する理由は、僕達が想いを断念する いるものの、彼が1→¥らすのは保守的な田舎町、級友や親に シーンで共に明るい涙を流し、明日の戦いに臨みましょうよ。

♦1998年エジンパラ映画祭“観客代”◆1998年デイナール英国映画祭“審査Un·”"観客代”◆ 1998年トロント国際映両祭正式出品●1999年サンダンス・フィルム・フェスティバル正式出品

サイモン・ショア第一回監督作品／原戯曲・調本：バトリック・ワイルド／主漬：ベン・シルヴァーストン「ロリータJ、ブラッド・ゴートン、シャーロット・ブリテン「恋はハッケヨイ！J
1998年イギリス／ディスタント・ホライズン提供／グラファイト・フィルム作品／カラー／1 時間50分／ヴィスタサイズ／ドルビーSR／日本語版字幕：石田泰子／提供：アスミック・エース、日活／配給：アスミック・エース松一

10月中旬公開～getreal～雑由こそ青春！
特別鑑賞券¥ 1,500 （税込）絶賛発売中＊ ‘li |1 一般¥ 1,800 （税込）の処
I 劇場窓口でお買い求めの方には特製ポストカード（限定）プレゼント I 塁雪：＊各回定員入替制


